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18
　
安
全
保
障
理
事
会
決
議
一
七
一
八

（
二
〇
〇
六
）（
北
朝
鮮
の
核
実
験
）

採　
　

択　

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
四
日（
全
会
一
致
）

　

安
全
保
障
理
事
会
は
、

決
議
八
二
五（
一
九
九
三
）、
決
議
一
五
四
〇（
二
〇
〇
四
）及

び
特
に
決
議
一
六
九
五（
二
〇
〇
六
）
を
含
む
こ
れ
ま
で
の
関

連
す
る
諸
決
議
並
び
に
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
六
日
の
議
長
声
明

（
Ｓ
／
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
／
二
〇
〇
六
／
四
一
）を
想
起
し
、

核
兵
器
、
化
学
兵
器
及
び
生
物
兵
器
並
び
に
そ
の
運
搬
手
段

の
拡
散
が
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
に
対
す
る
脅
威
を
構
成
す

る
こ
と
を
再
確
認
し
、

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
に
核
兵
器
の
実
験
を
実
施
し
た
と

の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国（
Ｄ
Ｐ
Ｒ
Ｋ［
以
下
、
北
朝
鮮
と

表
記
］）に
よ
る
発
表
、
こ
の
よ
う
な
実
験
が
核
兵
器
の
不
拡
散

に
関
す
る
条
約
及
び
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
世
界
的
な
制

度
を
強
化
す
る
た
め
の
国
際
的
な
努
力
に
対
し
て
も
た
ら
す
挑

戦
、
並
び
に
、
こ
の
よ
う
な
実
験
が
地
域
の
内
外
の
平
和
及
び

安
定
に
も
た
ら
す
危
険
に
対
し
、
最
も
重
大
な
懸
念
を
表
明
し
、

核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
国
際
的
な
制
度
は
維
持
さ
れ
る

べ
き
と
の
強
固
な
確
信
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
は
核

兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
に
従
い
核
兵
器
国
と
し
て
の
地

位
を
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
想
起
し
、

北
朝
鮮
に
よ
る
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
か
ら
の
脱

退
に
関
す
る
発
表
及
び
核
兵
器
の
追
求
を
遺
憾
と
し
、

北
朝
鮮
が
無
条
件
で
六
者
会
合
に
復
帰
す
る
こ
と
を
拒
否
し

て
き
た
こ
と
を
更
に
遺
憾
と
し
、

中
国
、
北
朝
鮮
、
日
本
、
大
韓
民
国
、
ロ
シ
ア
連
邦
及
び
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
っ
て
二
〇
〇
五
年
九
月
一
九
日
に
採
択
さ

れ
た
共
同
声
明
を
支
持
し
、

　

北
朝
鮮
が
、
国
際
社
会
の
有
す
る
そ
の
他
の
安
全
保
障
上
及

び
人
道
上
の
懸
念
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
、

北
朝
鮮
の
発
表
し
た
実
験
が
地
域
内
外
の
緊
張
を
増
大
さ
せ

て
い
る
こ
と
に
深
刻
な
懸
念
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ゆ

え
に
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
に
対
す
る
明
白
な
脅
威
が
存
在

す
る
こ
と
を
認
定
し
、

国
際
連
合
憲
章
第
七
章
の
下
に
行
動
し
、
同
憲
章
第
四
一
条

に
基
づ
く
措
置
を
と
っ
て
、

一　

北
朝
鮮
が
、
関
連
す
る
決
議（
特
に
決
議
一
六
九
五

（
二
〇
〇
六
））、
及
び
、
こ
の
よ
う
な
実
験
は
国
際
社
会
の

普
遍
的
な
非
難
を
招
く
も
の
で
あ
り
国
際
の
平
和
及
び
安

全
に
対
す
る
明
白
な
脅
威
と
な
る
も
の
で
あ
る
旨
述
べ
た

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
六
日
の
議
長
声
明（
Ｓ
／
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
／

二
〇
〇
六
／
四
一
）を
甚
だ
し
く
無
視
し
て
、
二
〇
〇
六
年

一
〇
月
九
日
に
発
表
し
た
核
実
験
を
非
難
す
る
。

二　

北
朝
鮮
に
対
し
、
い
か
な
る
核
実
験
又
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
も
こ
れ
以
上
実
施
し
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
。

三　

北
朝
鮮
に
対
し
、
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
か
ら

の
脱
退
に
関
す
る
発
表
を
直
ち
に
撤
回
す
る
こ
と
を
要
求
す

る
。

四　

北
朝
鮮
に
対
し
、
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
及
び

国
際
原
子
力
機
関（
以
下「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
」と
い
う
。）の
保
障
措

置
に
復
帰
す
る
こ
と
を
更
に
要
求
す
る
と
と
も
に
、
核
兵
器

の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
の
す
べ
て
の
締
約
国
が
自
国
の
同

条
約
上
の
義
務
を
引
き
続
き
遵
守
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
強
調
す
る
。

五　

北
朝
鮮
が
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
計
画
に
関
連
す
る
す
べ
て
の

活
動
を
停
止
し
、
か
つ
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
ミ
サ
イ
ル

発
射
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
係
る
既
存
の
約
束
を
再
度
確
認
す
る

こ
と
を
決
定
す
る
。

六

北
朝
鮮
が
、
す
べ
て
の
核
兵
器
及
び
既
存
の
核
計
画
を
、

完
全
な
、
検
証
可
能
な
、
か
つ
、
不
可
逆
的
な
方
法
で
放
棄

す
る
こ
と
、
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
の
下
で
締
約

国
に
適
用
さ
れ
る
義
務
及
び
同
国
の
国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
）
保
障
措
置
協
定（IA

E
A

 IN
FC

IR
C

/403

）
に
定
め

ベ
ー
シ
ッ
ク
条
約
集
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る
条
件
に
厳
格
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
、
並
び
に
、
こ
れ

ら
の
要
求
に
加
え
、
透
明
性
に
つ
い
て
の
措
置（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

が
要
求
し
か
つ
必
要
と
認
め
る
個
人
、
書
類
、
設
備
及
び
施

設
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
含
む
。）を
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
提
供
す
る
こ
と

を
決
定
す
る
。

七　

ま
た
、
北
朝
鮮
が
、
既
存
の
他
の
す
べ
て
の
大
量
破
壊

兵
器
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
計
画
を
、
完
全
な
、
検
証
可
能
な
、

か
つ
、
不
可
逆
的
な
方
法
で
放
棄
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。

八　

次
の
と
お
り
決
定
す
る
。

（a）　

す
べ
て
の
加
盟
国
は
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
自
国
の
領

域
を
通
ず
る
又
は
自
国
民
に
よ
る
若
し
く
は
自
国
の
旗
を

掲
げ
る
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
の
使
用
に
よ
る
次
の
も
の

（
自
国
の
領
域
を
原
産
地
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を

問
わ
な
い
。）の
直
接
又
は
間
接
の
供
給
、
販
売
又
は
移
転

を
防
止
す
る
。

（i）　

国
際
連
合
軍
備
登
録
制
度
上
定
義
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る

戦
車
、
装
甲
戦
闘
車
両
、
大
口
径
火
砲
シ
ス
テ
ム
、
戦

闘
用
航
空
機
、
攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
軍
用
艦
艇
、
ミ

サ
イ
ル
若
し
く
は
ミ
サ
イ
ル
・
シ
ス
テ
ム
、
若
し
く
は
、

予
備
部
品
を
含
む
関
連
物
資
、
又
は
、
安
全
保
障
理
事

会
若
し
く
は
下
記
第
一
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ

る
委
員
会（
以
下「
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
よ
り
定
め
ら

れ
る
品
目

（ii）　

文
書
Ｓ
／
二
〇
〇
六
／
八
一
四
及
び
Ｓ
／
二
〇
〇
六

／
八
一
五
の
表
に
定
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
品
目
、
資

材
、
機
材
、
物
品
及
び
技
術（
文
書
Ｓ
／
二
〇
〇
六
／

八
一
六
の
表
も
考
慮
し
て
、
本
件
決
議
の
採
択
か
ら

一
四
日
以
内
に
、
委
員
会
が
規
定
を
修
正
し
又
は
完
成

さ
せ
な
い
場
合
に
限
る
。）、
並
び
に
、
安
全
保
障
理
事

会
又
は
委
員
会
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
、
北
朝
鮮
の
核
関

連
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
関
連
又
は
そ
の
他
の
大
量
破
壊
兵

器
関
連
の
計
画
に
資
す
る
そ
の
他
の
品
目
、
資
材
、
機

材
、
物
品
及
び
技
術

（iii）　

奢
侈
品

（b）　

北
朝
鮮
は
、
上
記

（a） 

（i）
及
び

（a） 

（ii）
の
規
定
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
す
べ
て
の
品
目
の
輸
出
を
停
止
し
、
ま
た
、

す
べ
て
の
加
盟
国
は
、
自
国
民
に
よ
る
又
は
自
国
の
旗
を

掲
げ
る
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
の
使
用
に
よ
る
、
北
朝
鮮

か
ら
の
そ
の
よ
う
な
品
目（
北
朝
鮮
の
領
域
を
原
産
地
と

す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
。）の
調
達
を
禁
止

す
る
。

（c）　

す
べ
て
の
加
盟
国
は
、
上
記

（a） 

（i）
及
び

（a） 

（ii）
の
規
定
に

あ
る
品
目
の
提
供
、
製
造
、
維
持
又
は
使
用
に
関
す
る
技

術
訓
練
、
助
言
、
サ
ー
ビ
ス
又
は
援
助
の
、
北
朝
鮮
に
対

す
る
自
国
民
に
よ
る
若
し
く
は
自
国
の
領
域
か
ら
の
あ
ら

ゆ
る
移
転
又
は
北
朝
鮮
か
ら
の
そ
の
国
民
に
よ
る
若
し
く

は
そ
の
領
域
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
移
転
を
防
止
す
る
。

（d）　

す
べ
て
の
加
盟
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
法
的
手
続
に

従
い
、
こ
の
決
議
の
採
択
の
日
に
又
は
そ
の
後
い
つ
で
も
、

自
国
の
領
域
内
に
存
在
す
る
資
金
そ
の
他
の
金
融
資
産
及

び
経
済
資
源
で
あ
っ
て
、
北
朝
鮮
の
核
関
連
、
そ
の
他
の

大
量
破
壊
兵
器
関
連
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
関
連
の
計
画
に

関
与
し
又
は
支
援
を
提
供
し
て
い
る（
そ
の
他
の
不
正
な

手
段
を
通
じ
た
も
の
も
含
む
。）と
し
て
委
員
会
若
し
く
は

安
全
保
障
理
事
会
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
者
又
は
団
体
に
よ

り
、
又
は
、
そ
れ
ら
の
代
理
と
し
て
若
し
く
は
そ
れ
ら
の

指
示
に
よ
り
行
動
す
る
者
若
し
く
は
団
体
に
よ
り
、
直
接

的
又
は
間
接
的
に
所
有
さ
れ
又
は
管
理
さ
れ
る
も
の
を
直

ち
に
凍
結
し
、
ま
た
、
い
か
な
る
資
金
、
金
融
資
産
又
は

経
済
資
源
も
、
自
国
の
国
民
又
は
そ
の
領
域
内
に
い
る
者

若
し
く
は
団
体
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
者
又
は
団
体
の
利

益
の
た
め
に
利
用
可
能
と
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
確
保
す

る
。

（e）　

す
べ
て
の
加
盟
国
は
、
委
員
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会

に
よ
り
、
北
朝
鮮
の
核
関
連
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
関
連
及
び

そ
の
他
の
大
量
破
壊
兵
器
関
連
の
計
画
に
関
係
の
あ
る
北

朝
鮮
の
政
策
に
責
任
を
有
し
て
い
る（
北
朝
鮮
の
政
策
を

支
持
し
又
は
促
進
す
る
こ
と
を
通
じ
た
も
の
を
含
む
。）と

し
て
指
定
さ
れ
る
者
及
び
そ
の
家
族
の
構
成
員
が
自
国
の

領
域
に
入
国
し
又
は
そ
の
領
域
を
通
過
す
る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定

の
い
か
な
る
も
の
も
、
い
ず
れ
か
の
国
に
対
し
て
自
国
民

が
自
国
の
領
域
内
に
入
国
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。

（f）　

す
べ
て
の
加
盟
国
は
、
本
項
の
要
求
の
遵
守
を
確
保
し
、

こ
れ
に
よ
り
、
核
兵
器
、
化
学
兵
器
又
は
生
物
兵
器
、
そ

の
運
搬
手
段
及
び
関
連
物
資
の
不
正
な
取
引
を
阻
止
す
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
、
自
ら
の
国
内
的
権
限
及
び
法
律
に

従
っ
て
、
並
び
に
、
国
際
法
に
合
致
し
て
、
協
力
行
動（
北

朝
鮮
へ
の
及
び
北
朝
鮮
か
ら
の
貨
物
の
検
査
に
よ
る
も
の

を
含
む
。）を
と
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

九　

上
記
第
八
項

（d）
の
規
定
は
、
関
係
国
に
よ
り
次
の
と
お
り

決
定
さ
れ
た
金
融
そ
の
他
の
資
産
又
は
資
源
に
は
適
用
し
な

い
こ
と
を
決
定
す
る
。

（a）　

食
糧
、
賃
料
又
は
抵
当
、
医
薬
品
及
び
医
療
、
租
税
、

保
険
料
及
び
公
共
料
金
の
た
め
の
支
払
い
を
含
む
基
礎
的

な
経
費
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
決
定
さ
れ
た
も
の
、
又
は

法
的
役
務
の
提
供
に
関
連
し
て
生
じ
る
妥
当
な
専
門
手
数

料
及
び
費
用
の
払
戻
し
若
し
く
は
凍
結
さ
れ
た
資
金
そ
の

他
の
金
融
資
産
及
び
経
済
資
源
の
日
常
の
保
有
若
し
く
は

維
持
の
た
め
の
国
内
法
に
基
づ
く
手
数
料
若
し
く
は
サ
ー

ビ
ス
料
の
た
め
の
み
に
充
て
ら
れ
る
支
払
い
で
あ
る
と
決

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
関
係
国
よ
り
委
員
会
に
対
し
、

適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な
資
金
そ
の
他

の
金
融
資
産
及
び
経
済
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
意

図
が
通
知
さ
れ
、
か
つ
、
委
員
会
が
そ
の
よ
う
な
通
知
が

な
さ
れ
て
か
ら
五
作
業
日
以
内
に
否
定
的
な
決
定
を
行
わ

な
い
場
合

（b）　

臨
時
経
費
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
決
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
決
定
が
関
係
国
に
よ
り
委
員
会
に

対
し
通
知
さ
れ
、
か
つ
、
委
員
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た

場
合

（c）　

司
法
、
行
政
又
は
仲
裁
上
の
担
保
又
は
判
決
の
対
象
で

あ
る
と
決
定
さ
れ
、
当
該
資
金
そ
の
他
の
金
融
資
産
及
び

経
済
資
源
が
そ
の
担
保
又
は
判
決
を
充
足
さ
せ
る
た
め
に

ベ
ー
シ
ッ
ク
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約
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使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
担
保
又
は
判
決
が
こ

の
決
議
の
日
よ
り
も
前
に
記
録
さ
れ
、
上
記
第
八
項

（d）
に

規
定
す
る
者
若
し
く
は
安
全
保
障
理
事
会
又
は
委
員
会
に

よ
り
指
定
さ
れ
る
個
人
又
は
団
体
の
利
益
の
た
め
で
は
な

く
、
か
つ
、
関
係
国
に
よ
り
委
員
会
に
対
し
通
知
さ
れ
た

場
合 

一
〇　

委
員
会
が
、
人
道
上
の
必
要
性（
宗
教
上
の
義
務
を
含

む
。）を
理
由
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
往
来
が
正
当
化
さ
れ
る

こ
と
を
個
別
の
案
件
に
応
じ
て
決
定
す
る
場
合
、
又
は
、
委

員
会
が
、
免
除
が
こ
の
決
議
の
目
的
に
資
す
る
と
結
論
す
る

場
合
は
、
上
記
第
八
項

（e）
の
規
定
に
よ
り
課
さ
れ
る
措
置
は

適
用
し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
。

一
一　

す
べ
て
の
加
盟
国
に
対
し
、
こ
の
決
議
の
採
択
か
ら

三
〇
日
以
内
に
、
上
記
第
八
項
の
規
定
を
効
果
的
に
実
施
す

る
た
め
に
と
っ
た
措
置
に
つ
き
、
安
全
保
障
理
事
会
に
報
告

す
る
よ
う
要
請
す
る
。

一
二　

安
全
保
障
理
事
会
の
仮
手
続
規
則
の
規
則
二
八
に
従
っ

て
、
同
理
事
会
の
す
べ
て
の
理
事
国
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
同

理
事
会
の
委
員
会
を
設
置
し
、
次
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と

を
決
定
す
る
。

（a）　

す
べ
て
の
国（
特
に
上
記
第
八
項

（a）
に
規
定
さ
れ
る
品

目
、
資
材
、
機
材
、
物
品
及
び
技
術
を
生
産
し
又
は
保
有

す
る
国
）
に
対
し
、
こ
の
決
議
の
第
八
項
の
規
定
に
よ
り

課
さ
れ
た
措
置
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
と
っ
た
行

動
に
関
す
る
情
報
及
び
委
員
会
が
こ
の
関
連
で
有
用
と
考

え
る
更
な
る
情
報
を
求
め
る
こ
と
。

（b）　

こ
の
決
議
の
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
課
さ
れ
る
措
置
に

関
し
て
申
し
立
て
ら
れ
た
違
反
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て

検
討
し
、
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
。

（c）　

上
記
第
九
項
及
び
第
一
〇
項
の
規
定
に
定
め
る
免
除
の

要
請
を
受
け
た
場
合
に
検
討
し
決
定
す
る
こ
と
。

（d）　

上
記
第
八
項

（a） 

（i）
及
び
第
八
項

（a） 

（ii）
の
目
的
の
た
め

に
特
定
さ
れ
る
追
加
の
品
目
、
資
材
、
機
材
、
物
品
及
び

技
術
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
。

（e）　

上
記
第
八
項

（d）
及
び
第
八
項

（e）
の
規
定
に
よ
り
課
さ
れ

る
措
置
の
対
象
と
な
る
追
加
の
個
人
及
び
団
体
を
指
定
す

る
こ
と
。

（f）　

こ
の
決
議
に
よ
り
課
さ
れ
る
措
置
の
実
施
を
促
進
す
る

た
め
必
要
と
さ
れ
る
指
針
を
定
め
る
こ
と
。

（g）　

安
全
保
障
理
事
会
に
対
し
、
委
員
会
の
作
業
に
つ
い

て
、
特
に
上
記
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
課
さ
れ
る
措
置
の

実
効
性
を
強
化
す
る
方
法
に
係
る
評
価
及
び
勧
告
と
と
も

に
、
少
な
く
と
も
九
〇
日
ご
と
に
報
告
す
る
こ
と
。

一
三　

朝
鮮
半
島
の
検
証
可
能
な
非
核
化
を
達
成
し
、
か
つ
、

朝
鮮
半
島
及
び
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
定
を
維
持
す

る
た
め
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
日
本
、
大
韓
民
国
、
ロ
シ
ア
連

邦
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
っ
て
二
〇
〇
五
年
九
月
一
九

日
に
発
出
さ
れ
た
共
同
声
明
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
、

外
交
努
力
を
強
化
し
、
緊
張
を
悪
化
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る

い
か
な
る
行
動
も
差
し
控
え
、
か
つ
、
六
者
会
合
の
早
期
の

再
開
を
促
進
す
る
と
い
う
す
べ
て
の
関
係
国
に
よ
る
努
力
を

歓
迎
し
、
更
に
奨
励
す
る
。

一
四　

北
朝
鮮
に
対
し
、
直
ち
に
無
条
件
で
六
者
会
合
に
復

帰
す
る
こ
と
、
ま
た
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
日
本
、
大
韓
民
国
、

ロ
シ
ア
連
邦
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
っ
て
二
〇
〇
五
年

九
月
一
九
日
に
発
出
さ
れ
た
共
同
声
明
の
迅
速
な
実
施
に
向

け
て
作
業
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

一
五　

北
朝
鮮
の
行
動
を
絶
え
ず
検
討
す
る
こ
と
、
ま
た
、
北

朝
鮮
に
よ
る
こ
の
決
議
の
規
定
の
遵
守
の
状
況
に
か
ん
が
み
、

上
記
第
八
項
に
規
定
す
る
措
置
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
そ
の

時
点
に
お
け
る
必
要
に
応
じ
、
検
討（
こ
れ
ら
の
措
置
の
強

化
、
修
正
、
停
止
又
は
解
除
に
つ
い
て
の
検
討
を
含
む
。）を

行
う
用
意
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

一
六　

追
加
の
措
置
が
必
要
な
場
合
に
は
、
更
な
る
決
定
が
必

要
と
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

一
七　

こ
の
問
題
に
引
き
続
き
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
を
決

定
す
る
。
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